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H30年度実施予定の工事について 

資料－４ 

第32回 維持管理・環境管理専門委員会 
第4回 H30年度イベント実行委員会 

2018年9月4日 

公開版 

【ご注意】 
本資料は、生態系保護の観点から生物の位置に関わる情報などは
非表示としています。 
ご了承下さい。 



１．下池の掘削予定範囲における植物への配慮 

※植物相リストはＰ6、7に掲載しています 

●第30回委員会において、「予定通り掘削する場合、移植すべき対象や掘削土砂の埋土種子利用の可能性があることが想定されるため、低
木や草本を含めた植物相全体を確認しておく。水路沿いなどにもシダ類などの留意すべき種がある可能性がある。」との意見をいただい
たため、掘削予定範囲とその周辺で植物相調査を実施しました。 

●第31回委員会において、植物相調査結果を踏まえた現地確認を行い、以下の方針となりました。 
 ①水路下流側の旧流路に近い位置のハンノキとクヌギを残す形で掘削ラインを決定する。 
 ②水路構造は現状維持とし、水路下流側の水路沿いのハンノキとクヌギ２本を残す。 
 ③掘削予定範囲に含まれる重要種のゴマギは、周辺の類似環境に移植する。 
 ④掘削予定範囲に隣接する重要種と協議会注目種は、工事の影響を受けないように配慮する。 
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一部非表示 

非表示 

植物相・樹木調査結果 
（4/12、5/14、6/25） 



【主要な在来種への対応】 
①水路下流側の旧流路に近い位置のハンノキとクヌギを残す形で掘削ラインを決定する。 
②水路構造は現状維持とし、水路下流側の水路沿いのハンノキとクヌギ2本は残す。 

3 

植物相調査結果 
（6/25） 
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植物相調査結果 
（6/25） 

 

 

 

 

 

【重要種への対応】 
③掘削予定範囲に含まれる重要種のゴマギは周辺の類似環境の場所に移植する。 
④掘削予定範囲に隣接する重要種は、工事の影響を受けないように配慮する。 
※③のゴマギのうち、水路下流側はH30の工事予定範囲に含まれないため、移植はH31以降の工事の際に実施します。 
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植物相調査結果 
（6/25） 

  

【協議会注目種への対応】 
④掘削予定範囲に隣接する協議会注目種は、工事の影響を受けないように配慮する。 

１．下池の掘削予定範囲における植物への配慮 
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１．下池の掘削予定範囲における植物への配慮 

H30年度の工事予定範囲（水色）とH31年度以降の工事予定範囲（ピンク）は下記のようになります。 

非表示 

非表示 



２．散策ルートと看板 
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●第47回協議会での報告内容 
 中池の川島町道区間は、境界確定が未実施であることや耕作者が頻繁に利用している現状から当面の活用と看板設置が難しいとし、堤防 
 天端を「暫定ルート」とする（案）を第47回協議会に報告しました。 
●当面の対応 
 中池の川島町道区間は、境界が確定したとしても、恒久的な看板を設置できる道路の幅がないことが確認できました。 
 このため、当面利用する暫定ルートを看板やマップの図に記載することを提案します。 

暫定ルート 
（堤防天端区間） 

計画ルート 
（川島町道区間） 
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